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令和6年第5回定例会は、9月3日から18日までの16日間の会期で開かれました。

９月定例会の流れ

01 初日（9/3）
行政報告、健全化判断比
率・資金不足比率の報告、
専決処分の承認、補正予
算（原案可決）、請願（総
務産業常任委員会に付託）、
陳情（厚生文教常任委員
会に付託）

総務産業常任委員会
厚生文教常任委員会（9/3）
付託された案件を審査

２日目・３日目
一般質問　（9/9・10）
8名16項目の質問
（関連記事　10ページか
ら18ページ）
請願審査報告⇒採択
陳情審査報告⇒採択

本
会
議

４日目・５日目
決算審査　（9/11・13）
一般会計他5会計の決算
の認定について審査（全
て認定）

詳しい審議内容は、７・８ページ
をご覧ください。

02
委
員
会

03
本
会
議

04
本
会
議

05
本
会
議

最終日　（9/18）
補正予算（原案可決）、
人事案件（同意）、
意見案（原案可決）

令
和
６
年
第
５
回
清
水
町

議
会
定
例
会
は
、
９
月
３
日

か
ら
18
日
ま
で
の
16
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
行
政
報
告
、
健

全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足

比
率
の
報
告
、
一
般
会
計
ほ

か
２
会
計
の
補
正
予
算
の
審

議
を
行
い
全
て
可
決
し
ま
し

た
。

　

２
日
目
、
3
日
目
は
、
一

般
質
問
が
行
わ
れ
、
８
人
が

町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

　

４
日
目
・
５
日
目
は
令
和

５
年
度
一
般
会
計
ほ
か
５
会

計
の
歳
入
歳
出
決
算
の
審
議

を
行
い
全
て
認
定
し
ま
し
た
。

プレミアム商品券プレミアム商品券
事業含む補正予算事業含む補正予算
                                    可決可決

ほか提出議案ほか提出議案
　11件すべて11件すべて        可決可決

各会計決算各会計決算
　    ６件すべて　    ６件すべて          認定認定

　

今
回
の
定
例
会
で
は
請
願

１
件
、
陳
情
２
件
が
あ
り
、

請
願
を
総
務
産
業
常
任
委
員

会
、
陳
情
を
厚
生
文
教
常
任

委
員
会
に
付
託
し
た
結
果
、

す
べ
て
「
採
択
」
と
し
ま
し

た
。
採
択
さ
れ
た
請
願
・
陳

情
は
、
北
海
道
町
村
議
会
議

長
会
か
ら
提
出
要
望
の
あ
っ

た
も
の
を
含
め
、
意
見
書
と

し
て
提
出
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
６
日
目
は
、
一

般
会
計
補
正
予
算
、
人
事
案

件
3
件
、
意
見
書
４
件
に
つ

い
て
の
審
議
を
行
い
全
て
可

決
し
閉
会
し
ま
し
た
。



5 清水町議会だより
№179　2024年11月

決算 審査
令和５年度町民のくらしに町民のくらしに

どう使われたかどう使われたか

令和５年度一般会計の歳入決算額（１年間の収入）は94億7,555万円で、歳入歳出差
引残額3億2,186万円のうち1億8,000万円は財政調整基金（貯金）に積み立て、残りの1
億4,185万円は令和６年度に繰り越しています。

「決算認定」とは

決算は、町に入ったお金（収入）と使ったお金（支
出）の実績で、「決算認定」とは、議会が１年間の
決算内容を確認し、確定することです。
　議会には、法律に適合しているか、使われ方は適

正かなどを審査し、過去の財政状況と比べて問題点
を指摘し、将来に反映させるなどの役割があります。
　税金の使い方を決めるのが予算ですが、決算は使
われた結果を検討し、今後の予算編成や行財政運営
の改善に役立てる大切な意義があります。

一般会計
歳出決算

91億5,369万円

民生費
17.8％

16億3,319万円

総務費
9.0％

8億2,751万円

農林業費
12.4％

11億3,709万円

土木費
13.2％

12億1,119万円

公債費
12.7％

11億5,878万円

諸支出金
8.3％

7億6,074万円

衛生費
10.5％

9億5,47万円

教育費
8.9％

8億1,350万円

商工費
2.8％

2億5,531万円

議会費
0.9％

7,970万円

労働費
0.1％

1,035万円

災害復旧費
0.1％

1,304万円

消防費
3.2％

2億9,582万円
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令和５年度決算の審議における
質議・答弁のピックアップ

令
和
４
年
度
頃

か
ら
廃
屋
の
撤

去
費
用
が
上
が
っ
て
い
る
。

５
年
度
の
解
体
の
件
数
は
２

件
と
い
う
こ
と
だ
が
、
上
限

額
を
引
き
上
げ
る
な
ど
、
今

後
解
体
を
促
す
方
法
な
ど
は

考
え
て
い
る
か
。

答
弁

廃
屋
撤
去
補
助
金
の

上
限
額
引
き
上
げ
を

検
討
し
て
は

質
疑

今
年
度
か
ら
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の

早
帰
り
便
が
導
入
さ
れ
た
が
、

現
状
と
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

早
帰
り
便
に
つ
い

て質
疑

令
和
６
年
度
は

要
綱
を
少
し
変

え
た
た
め
、
比
較
的
件
数
は

増
え
て
い
る
。
上
限
に
つ
い

て
も
今
後
の
検
討
の
課
題
と

し
て
考
え
て
い
く
。

コ
ミ
バ
ス
が
廃
止

さ
れ
る
が
廃
止
後

の
対
応
は９

月
末
を
も
っ

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
が
廃
止
さ
れ
る
が
、

廃
止
後
の
対
応
と
現
在
使
用

質
疑

さ
れ
て
い
る
車
両
を
今
後
ど

の
よ
う
に
使
用
す
る
か
。

答
弁
10
月
以
降
の
対

応
に
つ
い
て
は

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し

て
い
る
買
い
物
銀
行
バ
ス
を

有
効
的
に
活
用
し
た
中
で
送

迎
を
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

車
両
に
つ
い
て
は
、
町
の

公
用
車
と
し
て
活
用
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
る
。

自
主
防
災
組
織
を

活
用
し
た
避
難
訓

練
を
実
施
し
て
は

ど
う
か

自
主
防
災
組
織

を
活
用
し
た
避

難
訓
練
等
の
実
施
は
で
き
な

い
の
か
。
併
せ
て
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
な
が
ら
実
施
し

て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
。
今
後
予
定
は
あ
る
か
。

質
疑

答
弁
自
主
防
災
組
織

等
の
活
動
を
活

現
在
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
の
故
障
や

修
繕
が
非
常
に
多
い
と
い
う

こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

教
育
用
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
つ
い
て

質
疑

答
弁
導
入
当
初
は
不

慮
の
事
故
等
に

よ
る
故
障
等
は
多
く
あ
っ
た

が
、
現
在
は
減
っ
て
き
て
い

る
。
画
面
が
割
れ
た
り
、
動

作
不
良
に
な
っ
た
場
合
に
は

適
宜
修
繕
を
行
い
貸
し
出
し

を
し
て
い
る
。

答
弁
保
護
者
か
ら
は

今
ま
で
と
下
校

時
間
が
変
わ
っ
て
き
た
た
め

慣
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、

よ
ら
な
い
場
所
も
あ
る
が
、

教
育
委
員
会
と
し
て
は
引
き

続
き
継
続
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
る
。

墓
地
管
理
の
今
後

の
見
通
し
は

現
在
、
墓
地
を

返
還
し
て
い
る

人
が
多
い
こ
と
や
管
理
す
る

人
が
い
な
い
墓
地
が
あ
る
こ

と
に
対
し
て
の
今
後
の
見
通

し
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
の
か
。

質
疑

答
弁
新
規
の
利
用
は

０
件
、
返
還
は

年
間
10
件
程
度
あ
る
。
所
有

者
が
不
明
に
な
っ
て
い
る
墓

地
は
調
査
を
し
た
が
、
以
降

調
査
が
止
ま
っ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

　

今
後
所
有
者
を
整
理
す
る

よ
う
な
形
で
事
業
を
進
め
て

い
く
。

発
に
さ
れ
て
い
る
町
村
も
あ

る
の
で
、
ど
う
い
っ
た
活
動

を
し
て
い
る
の
か
調
査
を
し

な
が
ら
自
主
防
災
組
織
が
活

発
に
活
動
で
き
る
よ
う
な
こ

と
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

日
高
山
脈
に
係
る

観
光
事
業
の
現
状

と
今
後

芽
室
岳
な
ど
の

日
高
山
脈
に
係

る
観
光
事
業
の
現
状
と
今
後

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の

か
。 質

疑
答
弁
芽
室
岳
の
登
山

口
の
管
理
は
山

岳
会
に
お
願
い
を
し
て
い
る
。

　

常
に
10
人
程
度
、
登
山
客

が
利
用
し
て
い
る
。

　

今
の
ま
ま
で
も
十
分
対
応

で
き
る
と
思
う
が
、
入
り
込

み
情
報
を
み
な
が
ら
不
便
・

不
自
由
が
あ
れ
ば
適
宜
対
応

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

が
現
状
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。


